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【地域の基礎データ】 

人口：13,896 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：42.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：林業、水産業、観光業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：1 名（3 回生：1 名） 

活動期間：平成 28 年６月～ 

担当教員：八島雄士 

 

1．活動実施の経緯 

色川ならではの行事や風習への参加を通し、学生の知見を深めることを中心に活動し，実

施報告会など地域住民と交流する機会を設け、住民の「鏡効果」醸成にも寄与しています。 

2．活動の内容 

色川地区は、早くから移住者を受け入れてきた地域として有名ですが、訪問する小阪区は、

比較的移住者は少なく、昔からの地域行事や風習が残っています。棚田や茶畑が地域資源と

して知られています。そんな色川地区で、地域の現状や地域文化に根差した価値観や人生観、

生き方にじっくりと触れ、色川でしか得ることの出来ない学びを行いました。2021 年度の

活動はコロナ禍で活動が制限されるなか、オンラインで移住者における地域への結びつき

や地域活動の実態を知るワークショップ、色川を中心とする地域交流の一つとして地場産

品を使用したクラフトビールプロジェクトに関わりました。 

3．活動を通じて 

 コロナ禍で、地域活動が十分にできないなかで、オンラインで代替できないこともありま

すが、地域住民との交流など、地域を訪れなくとも経験できる学びもあると気づきました。 

「移住者にインタビューを行い、複雑な地域における活動の見える化をする」というオンラ

インワークショップでは、地域住人として携わる活動は想像よりも複雑であることが分か

りました。また、地場産品を使用したクラフトビール企画にスタッフとして関わり、色川地

区内外の多くの方に価値や魅力を伝えることができました。今後は、実際の地域課題に対し

て、コロナ禍であっても現地活動を軸に、補完的にオンラインを活用し、地方だからこそで

きる活動として、学生と地域住民との関係性を築くことを続けていきます。 

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験から地域住民と触れ合い、 

地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。 

興味関心に応じた地域のプログラムを通じて知見を深め、 

今後に繋がる価値の創出をめざす。 
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4．成果物（ポスター） 

 

 

 


